
○　目的

（仮称）大住土地区画整理事業において組合施行で行われる都市計画道路
松井大住線（府道八幡木津線）の交差点改良について、負担金を支出し周
辺交通の円滑化を図る。

○　事業概要

　市道池ノ端杉ノ森線と都市計画道路松井大住線の交差点改良にあわせ、
松井大住線に右折レーンを設置し、周辺交通の円滑化を図る。

【債務負担行為：R2～R4　１０９，０００千円】

1340

事業内容

－

令和３年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64建設部建設政策推進室

事業名

予算額 新規千円60,000

大住土地区画整理事業施行道路改良事業

新規・拡充
継続の別



○　目的

○　事業概要

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 大住駅バリアフリー化整備費補助事業

予算額 72,000 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

1219

ＪＲ大住駅に最も適したバリアフリー化に対する補助を実施すること
で、すべての利用者が安心して鉄道を利用できる環境を整備することを
目的とする。

ＪＲ大住駅のバリアフリー化整備に係る本工事費及び付帯工事費につい
て１／３の補助金を拠出する（国１／３　ＪＲ１／３　市１／３）。

【整備内容】
北側ホーム（２番のりば）への新たな改札口設置、スロープ拡幅等

事業内容

担当所属名 建設部計画交通課 直通電話番号 63 －



○　目的

○　事業概要

担当所属名 建設部計画交通課 直通電話番号 63 － 1219

　本市は９つの鉄道駅と各拠点から放射状に伸びたバス路線網により利
便性の高い交通ネットワークを形成している。
　特にバス交通は地域に根ざした公共交通として重要な機能を果たして
おり、中でも公共施設や鉄道駅と各集落を結ぶ生活路線については、市
も運行に係る経費の一部を負担することで維持確保してきた。
　しかしながら公共交通はバスだけでなく、電車やタクシーなど多様な
種類があり、またそれぞれが特色や強みを持っている。
　近い将来本市にも訪れる人口減少に備え、本市が持つ公共交通を総動
員するとともに、沿線全体の公共交通ネットワークを俯瞰しながら地域
交通の活性化に取り組むため、令和２年度に地域公共交通活性化協議会
を立ち上げたところである。
　一方で、昨年発生し、瞬く間に拡大した新型コロナウイルス感染症の
影響で公共交通の利用者は激減し、今、私達の暮らしを支える公共交通
は、「崩壊」や「存亡の危機」に直面している。
　今ある路線や便を何とか維持し、今後も市民の移動手段を確保してい
けるよう、引き続き、京阪バス（株）及び奈良交通（株）に関して、運
行経費の一部を負担するとともに、本協議会において、公共交通利用者
の回復を図る取組みを検討する。

（１）実施年度
　令和３年度（継続）
（２）事業概要
　京阪バス（株）及び奈良交通（株）に関して、運行経費の一部を負担
することで、交通資源である路線バスを維持・確保し、地域の重要な移
動手段として守りつなぐための取り組みを進め、沿線地域住民の更なる
利便性の向上を図るとともに、本市の公共交通をさらに活性化すべく地
域公共交通活性化協議会に補助金を支出する。
（３）運行負担金額
　・奈良交通（株）　22,312,000円
　・京阪バス（株）　25,000,000円
（４）地域公共交通活性化協議会補助金
　・478,000円

事業内容

予算額 47,790 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 地域公共交通活性化事業



○　目的

○　事業概要

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 都市計画基図修正等業務

予算額 14,500 千円 新規・拡充
継続の別 継続

担当所属名 建設部計画交通課 直通電話番号 63 －

事業内容

1219

　本市において合理的な行政施策を推進する役割を担う都市計画基図
（１／２５００）を、令和２年度に京都府が撮影した航空写真測量成果
を用いて経年変化箇所の地形等を修正し、本市都市計画基図等データの
更新と各種地形図等の印刷図作成等を行うことを目的とする。

　既存の航空写真撮影成果を用いた地形等の経年変化修正を行い、本市
都市計画基図等デジタルデータの更新、各図面更新並びに都市計画図等
の印刷図の作成を行うものである。



○　目的

　安全で快適な市営住宅を長期間にわたって確保するため、
予防保全等の観点から修繕や改善工事を実施し、建物の
長寿命化と更新コストの縮減を図る。

○　事業概要

・ 興戸団地第１期外部長寿命化改修等工事
外壁改修・鉄部塗装等工事

・ 上記工事に伴う工事監理業務委託

・ 興戸団地第２期外部長寿命化改修等工事設計業務委託
外壁改修・鉄部塗装・受水槽更新等工事に伴う
設計業務委託

※　写真・イメージ図　など

1341担当所属名 建設部開発指導課 直通電話番号 64 －

事業内容

予算額 156,800 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 市営住宅長寿命化事業



○　目的

　本市において、「ソリデール事業（※）」を本格実施し、希望者同士
のマッチング成立を目指す。

　※「ソリデール事業」とは、若者（大学生等）と高齢者（５５
　　歳以上のみの世帯）が同居・交流することで、若者に地域と
　　の交流や、地域への愛着を持ってもらう取り組み

○　事業概要

　１．啓発イベント開催マッチング事業
　　　　高齢者と若者との異世代同居に向け、希望者同士のマッチング
　　　　に取り組む。

　２．啓発リーフレットの制作サポート事業
　　　　ソリデール希望者からの相談対応等を行う。

　３．説明会開催相談会
　　　　ソリデールに関する相談会を実施する。（年３回程度）

　４．家賃補助、改修費補助
　　　　空き部屋提供者に対し、家賃を定額補助する。
　　　　補助金は月額２万円。

　　　　　事業規模　　４件

　　　　事業に供する住宅の同居のために必要な改修に対し、改修費用の
　　　　１／２を補助する。補助金の上限は１００万円。

　　　　　事業規模　　４件

1341担当所属名 建設部開発指導課 直通電話番号 64 －

事業内容

予算額 5,460 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 京田辺ソリデール事業



○　目的

　安全・安心な暮らしの創造の一環として、地震発生の際、倒壊等の
危険性の高い木造住宅の耐震性の向上等を図り、地震に強いまちづく
りを推進する。

○　事業概要

・ 木造住宅耐震診断士派遣事業
　市から耐震診断士を派遣し耐震診断を実施するとともに、その
診断結果に基づく改修のアドバイスや概算工事費の提案を行う。
自己負担額は３，０００円。

〈事業規模　　３０戸〉

・ 木造住宅耐震改修等事業費補助事業
　木造住宅の耐震改修等に要する費用の額の４／５を補助する。
　評点１．０以上（当分の間は０．７以上）への改修（本格改修）
は上限１００万円、簡易な改修の方法により耐震性を向上させるも
の（簡易改修）は上限４０万円。

〈事業規模　　本格改修　２０戸　　簡易改修　４戸〉

・ 木造住宅耐震シェルター設置費補助事業
　耐震性が低く、耐震改修が困難な木造住宅に対し、安全な空間を
確保する目的で、耐震シェルターを設置する場合、その費用の
３／４を補助する。上限は３５万円。

〈事業規模　　１戸〉

・ 民間ブロック塀等撤去費補助事業
　道路及び一般の通行の用に供する道に面する民間の既設ブロック
塀等の撤去に要する費用の額の２／３を補助する。上限は１０万円。
　公園緑地課が実施している生垣設置奨励補助制度を利用し、
ブロック塀等の撤去跡に生垣を設置する場合は上記に加えて最大
１０万円を上乗せして補助する。

〈事業規模　　撤去のみ　１１戸　　緑化　１０戸〉

・ 京田辺市建築物耐震改修促進計画改定業務
　令和２年度に改定された京都府の耐震改修促進計画との整合を
図るとともに、平成３０年に実施された最新の住宅･土地統計調査
結果を反映し、耐震化率の見直し等を行う。

担当所属名 建設部開発指導課 直通電話番号 64 － 1341

事業内容

予算額 31,210 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 住宅耐震化等促進事業



○　目的
近畿自動車道名古屋神戸線（新名神高速道路）の全線開通によっ

 て、今後京田辺市の交通ポテンシャルが向上し、道路ネットワーク
 を活かした土地利用の重要性が増すことが想定される。

このことから、大住地区と草内地区を結ぶ都市計画道路を整備す
 ることにより、地域間の道路ネットワーク構築、産業拠点の活性化
 および土地利用の活性化を図ることを目的とする。

○　事業概要

令和３年度 道路予備設計
都市計画道路整備プログラムの見直し
都市計画資料作成

道路整備　L＝4.2km

担当所属名 建設部都市整備課 直通電話番号 64 － 1346

事業内容

予算額 36,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 都市計画道路大住草内線道路整備事業



○　目的
京田辺市バリアフリー基本構想に基づき、市民の生活関連経路として

 利用されている当該路線の更なる移動等円滑化促進のため、バリアフリー
 化を進める。

○　事業概要

舗装工　Ｌ=1,700㎡

1346担当所属名 建設部都市整備課 直通電話番号 64 －

事業内容

予算額 55,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 田辺大通線改修事業（バリアフリー）

施工箇所



○　目的
子どもが安全に通学できる環境づくりを進めるため、通学路の安全対策

 として当該路線の道路改良工事及び歩道整備工事を実施する。

○　事業概要

（１）長尾谷大欠線
・道路改良工事　Ｌ=350ｍ

（２）関屋長尾線
・歩道整備工事　Ｌ=30ｍ
・用地買収・附帯工作物移転補償　一式

1346担当所属名 建設部都市整備課 直通電話番号 64 －

事業内容

予算額 66,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 通学路安全対策事業



○　目的
地域間の道路ネットワークの充実に向け、北部地域の道路網のあり方

 について調査・研究を行う。

○　事業概要

道路調査検討　一式

1346担当所属名 建設部都市整備課 直通電話番号 64 －

事業内容

予算額 15,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 北部地域道路調査検討事業



○　目的

安全で安心な市民生活を確保するため、当該地区にて排水困難地
 対策事業として排水路整備を実施し、排水困難地の解消を図ること
 を目的とする。

○　事業概要

排水路整備　L＝500ｍ

担当所属名 建設部都市整備課 直通電話番号 64 － 1346

事業内容

予算額 22,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 興戸地区内排水路整備事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 建設部施設管理課 直通電話番号 64 － 1342

事業内容

　市内河川の浚渫の実施区間や優先順位、流下能力等の確保のための
目標等を定める計画を策定し、河川の氾濫等の浸水被害を未然に防ぐ
ことを目的とする。

　市内河川の浚渫の実施区間や優先順位、流下能力等の確保のための
目標等を定める計画を策定する。
　虚空蔵谷川　他３河川

※浚渫工事にあたっては、緊急浚渫推進事業債（充当率100%、交付税
　措置70%）を活用予定。

予算額 5,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 河川堆積土砂管理計画策定事業



○　目的
　　市域において、水辺や緑に親しむ環境の向上やウォーキングに

　よる市民の健幸づくりを推進するため整備を進めてきた水辺の散
　策路１０ルートの整備が令和２年度で完成した。
　　令和３年度は、道標やベンチをはじめとした休憩施設の設置など、
　水辺の散策路の利用環境を向上させる取組みを推進する。

○　事業概要

・水辺の散策路ルート修繕　一式 
（根上り、段差改修等　８箇所）

水辺の散策路 ルートマップ（全１０ルート）

1344担当所属名 建設部公園緑地課 直通電話番号 64 －

・水辺の散策路 道標等設置工事　一式
　（道標１０箇所、ベンチ２箇所、案内看板設置１箇所）

事業内容

予算額 6,500 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和３年度当初予算　主な事業

事業名 水辺の散策路環境整備事業



○　目的
　東沢公園隣接地を既存公園と併せた地域のコミュニティの場と
して活用するため、昨年度から進めてきた排水路整備工事に続き、
公園施設の整備工事を実施する。

　

○　事業概要

既設公園から拡張整備区域を望む。

施設整備工事　
　遊具移設・新設　一式
　東屋設置　　　　一式
　フェンス設置　　一式

担当所属名 建設部公園緑地課 直通電話番号 64 － 1344

事業内容

予算額 23,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和３年度当初予算　主な事業

事業名 薪東沢公園拡張整備事業



○　目的

　田辺公園野球場の照明灯が老朽化したことから、投光器のＬＥＤ
化を実施するとともに照明点灯操作盤の更新と公園管理者との通信
環境を整備し、利用者の利便性向上を図る。

○　事業概要

田辺公園野球場ＬＥＤ化等改修工事 一式

田辺公園野球場 投光器

担当所属名 建設部公園緑地課 直通電話番号 64 － 1344

事業内容

予算額 32,604 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和３年度当初予算　主な事業

事業名 田辺公園野球場ＬＥＤ化等改修事業



○　目的

　田辺公園拡張整備事業の実施にあたり、公園管理に相応しい官民
連携手法の検討を業務委託するとともに、第１工区の整備に向け工
区内の造成工事や、過年度買収した用地の買戻しを実施するなど、
公園新設事業の推進を図る。

○　事業概要
官民連携可能性調査検討業務

官民連携手法の検討　一式
マーケットサウンディング　一式
その他

田辺公園拡張整備にかかる造成工事
　 場内造成及び沈砂池設置等　　一式

　
用地買収
　 学研公社償還　A=0.22ha

地質調査等委託業務　一式

　

朱線：田辺公園拡張整備事業区域

1344担当所属名 建設部公園緑地課 直通電話番号 64 －

事業内容

予算額 72,100 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和３年度当初予算　主な事業

事業名 田辺公園拡張整備事業


